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河内長野市遺跡調査会



大阪府の南東部に位置する河内長野市は文化財と自然に恵まれた住宅都市で

ある。

近年の住宅開発の波は、大阪市の近郊として位置する本市にも波及し、開発

件数は増加の一途をたどっている。

このような中で、開発がもたらす文化財や自然に対する影響もまた増加して

いる。とくに、地下に眠る埋蔵文化財への影響は避けて通ることのできないも

のである。このため、開発と文化財保護との調和は重要な課題である。

本市においては、開発に伴う埋蔵文化財の発掘調査の面積が年々増加してお

り、これに対応するため河内長野市遺跡調査会を設立し、調査を実施している。

本書は河内長野市遺跡調査会が実施した昭和63年度の発掘調査の成果の一部

である。

これらの調査を実施するに当たり、関係機関の埋蔵文化財に対する深い理解

によるものであり、末筆ながら感謝を表すものである。

平成元年

河内長野市遺跡調査会

理事長 中 尾 謙 二



例   言

1,本書は昭和63年度に河内長野市遺跡調査会が受託事業として実施した、市
ド      内 3遺跡の発掘調査報告書である。

2,調査は、本市教育委員会社会教育課文化係尾谷雅彦を担当者として実施 し

た。

3,調査にかかる事務は調査会事務局長釜ケ谷正己が主担した。

4,本書の執筆は遺構が尾谷雅彦、遺物を高田加容子が行なった。

5,編集は尾谷が担当し、本書の文責は尾谷が負うものである。

6,発掘調査及び内業整理については下記の方々の協力を得た。

明地奈緒美・乾利夫・喜多順子・久保八重子・ 田中美知代・阪本桂子・谷

健二・中西和子・ 中野雅美・中村清美・ 中村登美子・平井令子・福田昌弘 。松

尾寿美子

7,調査の実施に関しては下記の方々の協力を得た。

市都市整備部地域整備課緑化公園係・ 壺山建設・ 島田組 。国際航業・写測エ

ンジエアリング・ 出光興産株式会社
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1, はじめに

大阪府の東南端に位置する河内長野市は、南に位置する金剛・葛城山系から

派生する山地性丘陵と山系に源を発する石川の支流によって形成された狭小な

河谷と河岸段丘によって形成されている。

市域は旧河内国錦部郡に属し、紀伊・大和・和泉の三国と境を接する地域で

ある。このため、石川の各支流の谷は各国に通じる街道が通り、古代から重要

な交通の要所となり、数多くの文化財が残されている。また、市内の遺跡は、

丘陵尾根部に位置する古墳の一部及び中世の城塞を除き、各谷筋を望む山地性

丘陵の斜面及び河岸段丘上に分布する。 (第 1図 )

この河内長野市は、位置的には大阪市内から電車で30分という立地条件から

早くから宅地開発が進められ近郊住宅都市として発達してきた町である。初期

の開発は丘陵尾根部の開発が主であったが、近年は丘陵斜面および河岸段丘に

開発が進み、開発件数が増加してきている。更に、住宅開発に伴う人口増加に

より、住宅都市としての道路アクセス・公共上下水道、さらには区画整理・住

宅街区整備・公園整備など都市整備の充実が進められている。

このような状況下では埋蔵文化財への影響は避けて通ることができない状況

である。このため、市教育委員会は公共事業については、計画段階での埋蔵文

化財の保存協議を進め、さらには事前の試掘調査を実施し、埋蔵文化財の把握

に努めている。また、民間開発事業に関しては周知の遺跡以外でも500ぱ以上

の開発には試掘調査の協力を求め、実施している。

また、市教育委員会は、増加する発掘調査件数に対応するため、昭和63年 11

月 1日 に三日市遺跡発掘のため設立された三日市遺跡調査会を解散した後、新

たに河内長野市遺跡調査会を設立した。当調査会は、公共事業および個人住宅

に関する以外の民間開発に伴う発掘調査を実施するものである。
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第 1図 河内長野市遺跡分布図
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番号 遺 跡 名 代時 番号 遺 跡 名 代時
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菱 子 尻 遺 跡

小 山 田 1号 古墓

小 山 田 2号 古墓

寺 が 池 遺 跡

住 吉 元 官 遺 跡

上 原 北 遺 跡

長 池 窯 跡 群

青 垣 神 社 遺 跡

嫁穴古墳 。上原遺跡

高向遺跡・高向南遺跡

惣 持 寺 跡

高 向 神 社 遺 跡

宮 山 古 墳

高 木 遺 跡

峰 山 城 跡

日 の 谷 城 跡

仁 王 山 城 跡

金   HIJ  寺
日野観 音寺 遺 跡

稲 荷 山 城 跡

旗 蔵 城 跡

国 見 城 跡

権 現 城 跡

清水 阿弥 陀堂 跡

滝 畑 埋 墓
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五 の 木 古 墳 跡

古 野 町 墳 跡

膳 所 藩 陣 屋 跡

西 代 神 社 遺 跡

本 多 藩 陣 屋 跡

法師嫁古墳伝承地

弥生時代～中世

中 世
弥生時代～中世

奈良時代

奈良時代

旧石器時代～縄文時代

中 世

中 世
中 世

古墳時代後期～中世

弥 生 時 代～中世

中 世
中 世
古墳時代後期

旧石器時代～縄文時代

中 世
中 世
中 世

中 世
中 世
中 世
中 世
中 世
近 世

近 世

近 世

近 世

中 世
近 世

近 世

古墳時代後期

中 世

近 世

近 世
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長 野 神 社 遺 跡

大 日 寺 遺 跡

烏 帽 子 形 古 墳

烏 帽 子 形 城 跡

烏帽 子形八 幡宮

河   合   寺
河 合 寺 城 跡

末 広 窯 跡

福   国   家
大 師 山 遺 跡

大 師 山 南 古 墳

三日市遺跡・石仏遺跡

小 塩 遺 跡

加 塩 遺 跡

尾 崎 遺 跡 北

尾 崎 遺 跡 南

加賀 田神社 遺 跡

ジョウノマエ遺跡

栗  山  遺  跡
観   心   寺
川 上 神 社 遺 跡

延  命  寺
城

城

仏

近

清 水 遺 跡

千早 口駅 南遺 跡

地   蔵   寺
大   江   家
葛 城 第 18経 塚

旗  尾  城  跡
天見駅 北方遺 跡

蟹 井 淵 北 遺 跡

蟹井淵 神社遺 跡

蟹 井 淵 南 遺 跡

流谷八幡神社遺跡

葛 城 第 17経 嫁

薬  師  堂  跡
岩   湧   寺
葛 城 第 15経 嫁

中 世

古墳時代

中 世

中 世
中 世
中 世
中 世
近 世

古墳時代前期～弥生時代中期

古墳時代

旧石器時代～近世

平安時代～

中 世

中 世
中 世
中 世
中 世
中 世
中 世

世

世

　

世

世

中

中

　

中

中

第 1表 河内長野市遣跡地名表
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第 2図  トレンチ配置図

鳥帽子形城

1,位置と環境

当該遺跡は河内長野市喜多町・

上田町に所在する遺跡である。

遺跡は金剛・葛城山系から北に

派生する鳥帽子形山の山頂部に位

置し、石川と天見川を望む、標高

182mの山頂上の 5財に城郭施設

が分布すると考えられる。当城の

東側には烏帽子形八暗神社が位置

し、現存の社殿が文明12(1480)

年に建立されている。また、境内

には神官寺であった高福寺跡もあ

る。城山の東側の裾部には高野衡

道が南北に走り、西側の石川を挟

んで和泉街道が走る交通の要所で

ある。さらに、城の主郭から北東

にのびる尾根端には横穴式石室と

考えられる円墳の烏帽子形古墳が

位置している。

2,調査に至る経過

当城の所在する烏帽子形山一帯

の公園整備を市都市整備部が計画

し、担当課と保存協議を実施した。

その結果、昭和61年度に北側の駐

車場予定地について試掘調査を実

施し、谷状地形が確認され若千の

遺物の出土を見た。また、城の施

-4-



‖||

Ц
|【



Θ
　
灘
卜
　
　
　
⑤
　
い０＊
卿
Ｎゝ

還
灘
議
∩

暴
蛹
６
詳
伴

Ｏ
　
�
～
】
↓
澪

郎
淋
い

゛
前
ｓ
詳
卜
　
　
　
○
　
灘
薗
　
　
　
◎
　
〕Ｏ
Ｈ
力
６
渉

謡
�
議
い

詳
卜

第4図 第 1～ 3ト レンチ遺構実測図

設が介布する山頂部の測量調査も併せて実施 した。

さらに、本年度については、散策道およびベンチ等の小施設の設置に伴う遺

9   鬱

℃

υ

。

　

Ｏ

Ｄ
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燻 馬

1

構への影響を調査する

ため、主郭部分と腰郭

及び郭の一つと考えら

れる古墳の所在する尾

根上とに試掘調査を実

施 した。調査は昭和63

年 7月 12日 ～昭和63年

8月 1日 まで実施した。

3,遺構と遺物

調査は主郭と腰郭及

び古墳の位置する東側

の尾根上に 9カ所の ト

レンチを設定し、遂次

拡張 しながら調査を実

施 した。

遺構

第 1ト レンチ～第 3

トレンチ

主郭の北側に南北に

第一 トレンチ、直行す

るように中央と南に第

- 7 -―



2・ 3ト レンチを設定した。

この調査区では、 1層 目

の表上を除去すると、 2層

目は明黄褐色の礫混じり粘

土となり、それを除去する

と地山となる。

遺構面は、 3層上面と地

山面の 2層が確認された。

3層上面からは礎石建物が、

地山面からは一部 しか確認

できなかったが柱穴および

落ち込みが検出された。

〈建物 1〉  3層 上面から

検出された平面形が長方形

の礎石建物である。桁行 7

間 ?(7m)× 梁行 2間 ?

(2m)、 主軸方向はN一

〇を示す。礎石は最大40cn

×80cnの 自然石を利用 して

いる。

〈落ち込み〉 地山面で調

査区の南側で地山が南と西

側に落ち込んでゆき、南西端のコーナーが確認された。これは人工的な削平と

考えられ、この調査区の部分が地山の削平によって画されているものと考えら

れる。

〈柱穴〉 地山面まで検出したのは第 1ト レンチの南側だけであるが、落ち込

みと共に 1箇所確認された。埋上には若干の焼土と炭が混じっていた。長径60

cm、  匁豆窄登40cn、  ツκど140cm。

第 4ト レンチ

0                  1ocm

第 6図 第 2ト レンチ出土遺物実測図

―- 8 -―



第 7図 第 3ト レンチ出土遺物実測図

表土

25Y7/6明 黄栂色

粘土・礫混り上

~｀

【::〕
~曰

18150m
①

②

國
期

国囲

第 4ト レンチ実測図

このトレンチは北側と異なり3層が無く、層厚40cmの表土を除去すると明黄

褐色の礫混じり粘土となり、その下層は地山となる。遺構は当初礎石らしい自

然石と瓦が検出されただけであった。しかし、 トレンチの西側に礎石の建物が

あるのか、礎石の予想される位置をボーリングステッキで確認したところ、反

応があり、その部分について掘下げた。結果、大部分の礎石は消失していたが

建物 1棟が復元可能であった。

〈建物 2〉  平面形長方形の礎石建物で、東側桁行の南側から2番 目の礎石と

西側の大部分の礎石は消失していた。特に西側は斜面に近接するためその殆ど

を消失していた。桁行 4間 (10m)×梁行 1間 (2m)、 主軸方向N-17° 一W

を計った。

軽♂ミ
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Cm

第 9図 第 4ト レンチ出土遺物実測図

第11図 第 5ト レンチ出土遺物実測図

確認さ

第 5・ 6ト レンチ

この両 トレンチは、腰

郭の南側と現在の主郭の

上り回とに設定 した。

第 5ト レンチは、南北

に道を横断するように調

査を実施 した。調査の結

果、表土を除き、 3層の

遺物を伴う層が確認され

た。表上の下 1層 目は明

黄褐色粘土 (層厚30cm)、

さらに 2層は明黄褐色と

浅黄色砂混 じり粘上のブ

ロック土 (層厚30cln)で

整地層のようである。 3

層は橙色粘土 (層厚15cm)

で地山は表上下0,98mで

れた。地山直上には焼土と

炭が見られる。

遺物は 1層から土師質土器 (19)、

砥石 (20)、 第 3層か ら瓦 (18)

が出土している。

第 6ト レンチは腰郭の南側に東

西に設定し調査した。調査の結果、

地山は、 トレンチ東端から7.5m

付近 (TP+176.5m)か ら下が

り始め、10mか ら西端までTP+

175.8mの高さでフラットになる。

このレベルは第 5ト レンチの地山

-10-



① 腐植土   ② 表土   ① 10YR7/6明 黄褐色礫混り粘土
④ l 10YR7/6明 黄禍色砂混り粘土

① 2 25Y7/4,表 黄色 砂混り粘土

①-3 7 5YR7/6橙 色 *占土

5-1

―

第 5ト レンチ

6-1

―

嘉 6ト レンチ
中

%
伴 市 十 ~十 一 ― ― ― ト ー ー ー +― ― ― 当

m

第10図 第 5、 6ト レンチ土層図

面とほぼ同じ高さである。このことから腰郭の南東側は高さ0,6m程度掘り残

されていることが予想される。

このため、層序は第 5ト レンチと対応し、表上下 1層 目は明黄褐色粘上のブ

ロック上が堆積 している。ただし、この トレンチでは 3層 目に担当する層は確

認されなかった。

第 7～ 9ト レンチ

主郭から250m北東に伸びる鳥帽子形古墳の位置する尾根に設定 した。この

尾根もフラットなため、郭の一部と予想した。 トレンチは古墳の東側に設定し、

第 7と 9ト レンチは古墳の裾まで調査した。

第 7ト レンチは 5 cm程度ま表土、層厚20cnの 明黄褐色粘上、地山となる。た

だ、古墳裾部から0。 7mま では明黄褐色粘土の下層に層厚10cmの ブロック上が

あり、墳丘の一部と考えられる。また、 7-2側 1.5mには明黄褐色粘上の下

層が黄橙色粘土が挟在する。地山面には土渡状の落ち込みやピットが検出され

たが、遺物は石鏃 (25)が 1点出上しているのみである。

第 8ト レンチは第 7ト レンチと同様で、層序も大差ない。表土下0,4mで地山

となる。遺物の出土もなく、詳細は不明である。

第 9ト レンチは層序が表上、明黄褐色粘土、黄橙色粘土、地山となり、地山

は表上下0.6mである。墳丘裾部側には墳丘盛上の一部が確認されている。

―- 11 -―



0                  10cm

第12図

遺物

遺物は 9割が瓦で、他に少量の上師質土器、瓦器、陶磁器、金属製品等が出

上している。

〈土師質土器〉 小皿は日径10.Ocn前後、深型で、日縁部が肥厚 し、底部の指

圧痕が顕著な形態のものである。第 2ト レンチ出上の (8)は 口縁部に煤が付

着している。今回出上している小皿はほとんどがこのタイプで、日縁部に煤の

付着 したものが見られた。

第 5ト レンチから出上している火舎 (19)は、日径24.7cnで、上外方へ肥厚

しながら広がる体部をもつ。底部は平らであるが、脚の有無は不明である。

羽釜 (13)は、日径20.8cmで、鍔は短く、外上方へ伸び、日縁部は鋭い段を

なして上方へ伸びる。瓦質の羽釜によく見られる形態である。

〈陶磁器〉 第 3ト レンチから碗、皿が、第 6ト レンチから鉢、壷が出土 して

いる。

(11)は 白磁皿で、日径 11.8cn、 器高3.2 cm。 断面三角形の小さな高合を有

―- 12 -―
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する。畳付以外は全面にやや厚目の釉がかかる。

天目茶碗 (12)は胎上が粗く、焼き締まっていない。

表面に薄い鉄釉がかる。未濃焼で、室町時代末頃の窯の

ものであろう。

矯り鉢は第 6ト レンチ 2層より2ッ点出上している。い◆

o      5cm ずれも小片で、全体的な播り目の方向は不明。 (21)は

内面の活り目は丹念に施されているが、成形は粗雑であ
第15図 第 7ト レンチ
出土遺物実測図 る。 2点とも使用による摩滅が認められる。

(23)は壷の底部と思われる。外面にヘラ描きの文様が見られる。これらの

情り鉢、壷はいずれも備前焼である。

〈瓦〉 瓦は平瓦と丸瓦がほとんどで、全体でも軒平瓦は 2点、掛平瓦 1点、

用途不明の道具瓦 1点で、軒丸瓦、その他の道具瓦は出上していない。

軒平瓦 (2)

瓦当文様は波状文であるが、下向きの青海波状の文様で、側縁は2.5cmと や

や幅を持つ。平瓦の凸面先端部分に瓦当を接合し、瓦当裏に粘土を補強する方

法による。

掛平瓦 (3)

(2)と 同様の軒平瓦の両側端に袖を貼り付けたものである。袖は高さ5.0

cn厚さ1,7cnの板状である。瓦当の成形方法も軒平瓦と同じである。

丸瓦 (4・ 5・ 9・ 16)

第 1ト レンチ出上の 2点 (4・ 5)は全長31～ 32ca、 玉縁長 5 cm前後で、丸

瓦部にやや角度をもって取り付けられている。木口部の面取りは瓦厚さの2/3

近 くまで施されている。第 4ト レンチ出上の (16)は、丸瓦部の長さが短く、

肉薄で、幅も狭い。玉縁部は欠失しており、長さ、取り付け角度は不明である

が、木田部の面取りの幅から、玉縁長は (4, 5)に比べ短いものと思われる。

第 2ト レンチ出上の (9)は玉縁を持たないいわゆる行基瓦で、木口部の面

取りは角度が無く、幅広く施されている。調整は (4・ 5)と 同じである。

司2夢こ (6 。10。 17・ 18・ 24)

全長29cn、 狭幅21 cn、 広幅23cn前後で、厚さ1,7cm～ 2 cmの ものが最も多い

-14-



が、第 4ト レンチの (17)は広幅26.5cm、 厚さ3.Ocmと大きい。

また技法は、 (6・ 17)が凹面無文の縦長のタタキ、凸面をナデ調整。 (10)

は凹面布目をナデ消し、凸面縄目をナデ消し。 (18。 19)は両面をナデ調整す

る。離れ砂は (18)にのみ見られる。

道具瓦 (7)

用途不明の道具瓦片 (7)んミ1点出上しているのみである。片面に、断面三

角形の突帯が弧を描いてめぐり、上端から2.9cm、 右端から10.4cn(横 幅のほ

ぼ中央部と思われる)の位置に孔を穿つ。穿孔は貫通しない。

軒平瓦、掛平瓦の瓦当文様の波状文はかなり形骸化したもので、16世紀中頃

以降のものと考えられる。その他の瓦もやはり室町時代末から江戸時代初頭の

ものと考えられる。

〈金属製品〉 第 3ト レンチから銅製品と鉄製品が出上している。 (14)は銅

製の飾り金具で、L字状を呈するが、先端部を欠失しており全形は明らかでな

い。断面はU字形を呈し、凹面の2箇所に固定用の有孔の突起が接合されてい

る。 (15)は器種不明の鉄製品で、断面は長方形を呈しており刃物である可能

性は薄い。

〈石製品〉 小型の砥石 (20)イよ第 5ト レンチ上層から出上している。橙色を

呈する切り石で、主に縦方向に使用痕が認められる。

第 7ト レンチから石鏃 (25)が 1点出上している。平基無茎式で、平面形は

縦長の二等辺三角形に近い形を呈する。断面は凸レンズ状である。

4,ま とめ

以上の結果をまとめると以下の通りである。

主郭について

今回の調査において2面の遺構面があることが確認された。下層については

時期が明確には把握できないが、ピットの存在と主郭北側の南側部分に地山の

整形部分が確認された。上層からは2棟の礎石建物が確認された。 2棟とも梁

行が狭く、また、郭の西側に沿って建てられており、防衛的な施設と考えられ

る。また、周囲からの瓦の出土はこの建物が瓦葺きの可能性を示している。

腰郭について

一- 15-―



腰郭については、2箇所の トレンチの結果から地山面での南側東部分が高さ

0.6mで高くなっていることが予想される。堆積層から2ないし3面の遺構面

が存在するようである。また、堆積深度が深く、地山面と上層とは地形的には

だいぶ改変されている。

このような状況から、調査された地山面が築城当時の状況を示しているとす

れば、廃城時の形状とは主郭と腰郭を見る限り、大きく改変されているようで

ある。

城の改築を文献から見れば、天正12年に豊臣秀吉が根来衆に対して、この城

を修復させている。しかし、それまでにも、 3回以上城は攻められており、そ

の度に、修復はされているものと考えられる。文献から見る限り、現在の城の

縄張りは、秀吉により修復の結果と見るのが妥当であろう。また、礎石建物と

供伴する瓦の時期もこの時期と大過ないものと考えられる。

最後に

今回の調査は確認調査程度のものであったが、城の遺構がまだ良好の状態で

保存されていることが判明した。この城跡一帯は公園として保存され、破壊さ

れる危険はないが、周囲は宅地開発が進み、城周囲の施設は喪失する可能性が

高い。今後、計画的な学術調査によって。中世城郭としての烏帽子形城の全貌

が明らかになれば、今後の郷土並びに日本中世史の解明に重要な示唆を与える

ものであり、早急な学術発掘が望まれるものである。

-16-



加賀田神社遺跡

1,位置と環境

調査場所は、葛城山系から北にのびる丘陵の端、天見川と加賀田川の合流付

近を見下ろす標高180mの尾根上に位置する。この遺跡の東側段丘上には平安

時代と中世の複合遺跡である尾崎遺跡、中世のジョウノマエ遺跡が位置してい

る。また、加賀田川の対岸には古墳時代後期の加塩遺跡、 7世紀から8世紀の

小塩遺跡がある。さらに、天見川の対岸には旧石器から近世までの複合遺跡の

三日市遺跡、中世の石仏遺跡が位置している。

当遺跡の位置する加賀田神社は現在の社殿が元禄16年に建替えられた三間社

流造であるが、慶長 4年 9月 の銘がある古絵図によれば境内には奥の坊・北の

坊 。南の坊・宮の坊・薬師堂などが描かれており、この時期にはこれらの寺院

関係の建物が存在したようである。

2,調査に至る経過

当該地は、都市公園として開発されることになり、担当課からの事前協議が

あり、当該地が周知の遺跡加賀田遺跡に含まれ、また、古絵図からも寺院関係

の遺構の存在が予想され、保存の必要の旨回答した。協議の結果、都市公園の

必要性等行政的な見地から、公園計画の撤回が困難で或ることから、記録保存

を実施することになり、昭和63年 9月 6日から昭和63年10月 15日 まで調査を実

施 した。

3,遺構と遺物

遺構

調査地区は現加賀田神社の東側斜面で、最近まで 8段からなる畑地として利

用されていた。最上段と最下段との比高差は 9mを計る。調査地は古絵図によ

れば北の坊が位置するところであった。調査の結果、遺構のほとんどは、この

耕作地を造成するために大部分が削平を受けており、確認された遺構は少なかっ

た。
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第16図 加賀田神社遺跡遺構配置図
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第17図 建物遺構実測図

遺構は建物、土墳が確認された。

く建物〉 調査区の3段日、土壌 3の南側 3mに位置する。桁行 3間 (4.2m)

×梁行 1間 (1.6m)、 桁行柱間1,4m、 主軸方向N-34° ―Wの掘立柱建物であ

る。柱穴は径0。 2～0,3m、 深さ0,15mを計る。今回、検出された唯―の建物で

ある。

遺物は出上していない。

〈土城 1〉  調査区の 1段日、南側に位置する。平面形は不定形で南側は調査

区外に伸びる。検出長1,7m、 短軸1.5m、 深さ0.4m。 上墳北側からは埋甕が

検出された。埋甕が検出された。埋甕は上半を欠損しているが、甕の幅で掘り

方が確認された。出土遺物は埋甕 (26)と十能 (27)、 瓦、陶器片が出上 して

いる。

く上壌 2〉 調査区の 1段日、土残 2の北側 lmに位置する。平面形は楕円形

を呈する。長径1.9m、 短径1.4m、 深さ0。 45mを計る。

遺物は出上していない。

〈土墳 3〉 調査区の3段目、建物の南側 2mに位置する。平面図は不定楕円
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15880m

15880m

① 10YR7/8黄橙色 率占土

② 10YR6/3に ない黄橙色 粘上

③ 10YR6/2灰 黄褐色礫混リシルト

④ 10YR4/2灰 黄褐色 *占土混リシルト

O    ⑤ 75Y8/41表黄橙色 粘±       2m

第19図 土拡 2遺構実測図第18図 土拡 1遺構実測図

第20図 土拡 1出土遺物実測図

形を呈する。長径3.5m、 短径2,9m、 深さ0,2mを計る。

遺物は土師質小皿 (28～30)火舎 (31)、 瓦、瓦器片が出上している。
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第21図 土拡 3・ 4遺構実測図

第22図 土拡3出土遺物実測図

を計る。この上墳は埋上が 2層か らなり、

〈土城 4〉 調査区の

4段 日、北端に位置す

る。平面形は楕円形を

呈する。長径1.lm、

短径1.Om、 深さ0.lm

上層は火を受け焼土と炭層であり、

下層は明黄褐色粘上である。

遺物は出上していない。

く土城5〉  調査区の8段日、最下段の中央に位置する。平面図は長楕円形を

呈する。長径3。 lm、 短径1.3m、 深さ0.4m、 主軸方向はN-14° 一Eを計る。
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14970m

〈土墳 6〉  調

査区の 8段 日、

土壌 5の北側 6

mに位置する。

平面形は円形を

呈する。径1.1

m、 深さ0。 26m

を計る。

〈ピット〉 建

物以外でも遺物

の出土したピッ

第24図 土拡 6遺構実測図   卜4箇所 が確 認

_       
“
970m された。実測可能な遺物はP2の瓦器椀 (32)

うる。

出土遺物のうち遺構に伴うものは少なく、大

部分は包含層からの出土である。また、遺物の

大半は瓦が占め、土師質の小皿、甕と、少量の

瓦器、瓦質の甕、羽釜などが混じる。

〈土師質小皿〉 口径 6～ 8 cnで、日縁部が短く扁平なタイプ (28、 34～ 38)

と、日縁部がやや長く外反するタイプ (29・ 30・ 39～42)の 2種類がある。手

法は、日縁部をヨコナデ、底部内面を不定方向にナデ調整するものが主流であ

るが、 (33)のように内面にハケロ調整が施されているものや、 (34・ 35)の

ように内面にヘラ状工具により圧痕が放射状に残るものもある。圧痕はいずれ

も半径2.5cnで (34)は右回り、 (33)は右回りに施されている。

〈土師質小椀〉 包含層から出土している (43)は高台のつくりが粗雑で、ハ

リツケ時の指圧痕もほとんど調整されていない。

〈土師質甕〉 土墳 1か ら1点出上している (26)は湊焼で、底径20。 6cn、 型

①

②

③

10YR7/4に ない美橙色和1礫混リシルト

10YR8/8貸 構粘土 (地山)のブロック土

10YR6/1樹 灰色 粘土
0              1m

第23図 土拡 5遺構実測図

10YR6/1欄 灰色 粗砂混り粘土

10YR3/8黄 橙色粘土 (地山)と
①のブロノク上
0              1m

―- 22-―



造りの平底である。境環濠都市遺跡の編年によばれ、17世

紀前半のものと考えられる。

〈土師質火舎、十能〉 火舎 (31)は上城 3か ら出上して

いる。残存部に文様はなく、両面に炭素が付着している。
第25図  P2出 土遺物

実測図 十能 (27)は土墳 1か ら出上している。柄の部分は欠失

している。供伴の甕と同じく堺の湊焼であろう。小日部外面の摩耗は使用によ

るものであると思われる。

〈瓦器椀〉 実測可能なものは、ピット2と包含層から出土している。ピット

2の (32)および、包含層の (45・ 46)は 日径10cm前後、内面は不定方向にナ

デ調整し、外面は指圧痕が顕著に残るもので、尾上編年Ⅳ-5に相当する。し

かし (47、 48)は器高 2 cm以下の皿に近い器形で、 (48)の内面は粗いハケロ

調整である。包含層からの出上である為この2点の瓦器が共存するものか、Ⅳ

-5以降のものなのかは明らかではない。

〈瓦質土器〉 甕と羽釜が包含層より出上している。甕 (49)イよ日縁部が短く

外面に横方向のタタキを施す。

羽釜 (50)は 回径19,6cn、 日縁部は段をなして内弯する形態のものである。

く瓦〉 軒丸瓦、軒平瓦、丸瓦、平瓦と、小片であるが、鬼瓦があり、また鳥

余瓦若しくは雁振瓦の破片も出上している。鎌倉～室町時代頃のものが中心で

あり、小片は江戸時代頃のものも出上している。いずれも包含層からの出上で

ある。

軒丸瓦 (51～ 54)

瓦当文様はいずれも内区に右回りの三巴文、外区に連珠文を配するものであ

る。 (51・ 52)は全長37.5cnほ どで、玉縁は 5 cm以上。瓦当周縁部は狭く、高

い。巴の尾の長さは長く、珠文は小さく多い。元興寺の瓦編年によれば、鎌倉

時代頃のものと推察される。 (53・ 54)1ま焼成の甘い黄橙色の瓦で、全長35cn

前後、玉縁は 5 cn以内。先の2点に比べ、瓦当周縁部が広く、低い。巴は中央

に集まり、圏線はない。珠文は先の2点よりも大きく少ない。室町時代頃のも

のと思われる。

軒平瓦 (55～ 57)

―- 23 -―



一
38

一

34

ー

39

一
35

一

40

一

  
一

36                  37

- 
ヤ

41                  42

0                                        20cm

第26図 包含層出土遺物実測図 (1)
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陥 宏

10cm

第27図 包含層出土遺物実測図 (2)
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瓦当文様は均整唐

草文が主流で、波状

文を有する破片が 1

点 (57)見 られる。

唐草文はいずれも形

骸化した文様となっ

ているが、 (55)は

上下に郭線を有し、

唐草文が両側端まで

達 しており、瓦当厚

も厚いことから (56J

よりも古いと考えら

れる。いずれも室町

時代以降のものと考

えられる。

丸瓦 (58・ 59)

いずれも玉縁長 5

cn前後、取り付け角

度は (59)の方がや

や下向気味になって

いる。それに伴い木

口部の面取りも 159J

がやや角度を持つ。

ともに室町時代頃の

ものと考えられる。

平瓦 (61・ 62)

(61)は軒丸瓦 (53・ 54)と 同じく黄橙色を呈する瓦で、全長34 cn。 厚さ3,1

cm。 (62)は丸瓦 (58・ 59)と よく似た胎上の瓦である。 (61)は凹面側に、

(62)は凸面側に離れ砂を用いている。やはり室町時代頃のものである。

Ocm

第28図 包含層出土遺物実測図 (3)

:こ

爛
鹸響 !ぶ
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4,ま とめ

調査の結果をまとめ―ると以下の通りである。

1,調査区は畑地を造成するために山を削り、前面に盛土を繰リー返しておりヽ

このため遺構の大部分が削平されたようである。

2.慶長.4(1599)年の絵図に見られる寺院の各建物はすでに削平されている

が、大量の瓦の出土は建物の存在を確証するもので
―
ある。

3.出土遺物から13世紀から-16世紀には建物が存続し建てられていた可能性を

不している。

以上の通り、当初予想していた寺院関係の建物は残存していなかったが、瓦

の出上は古絵図の建物の存在を立証した。

‐―――
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小 塩 遺 跡

1,位置と環境

当遺跡は加賀田川を東側に見下ろす、河岸段丘上の標高120mに位置する。

微地形としては、北にのびる丘陵の東側斜面で南側には小谷が入り込んでいる。

この小谷を挟んで 6世紀の竪穴住居や掘立柱建物が検出された加塩遺跡が位置

している。また、加賀田川の対岸には古墳時代から中世の複合遺跡である尾崎

遺跡や中世のジョウノマエ遺跡が位置する。

2,調査に至る経過

当該地に、ガソリンスタンドが建設されることになり、原因者から市教育委

員会に事前協議があり、市教育委員会は当該地が周知の遺跡小塩遺跡に近接す

るため、遺構の存在が予想され、試掘調査を実施した。結果、遺構・遺物が確

認された。このため、保存協議がなされ、タンク埋設部分について記録保存を

実施することになり、調査については河内長野市遺跡調査会が実施する事になっ

た。平成元年 3月 19日 に委託契約を締結し、平成元年 3月 20日 から平成元年 3

月31日 まで調査を実施した。

3,遺構と遺物

調査範囲が狭く、遺構の全容は把握できなかったが、掘立柱建物・濤等が確

認された。層序は耕土・床土を除去するとにぶい黄褐色粘土が若干あり、すぐ

地山となる。地山は現耕上下0。 5mである。

遺構

〈建物〉 調査区の西側に 1部検出された。桁行 4間 (4m)以上×梁行 2間

(3.6m)、 桁行柱間 lm、 梁行柱間1.8m、 主軸方向N-55° 一Wの掘立柱建物

である。柱穴は径0.2～0.3m、 深さ0。 20mを計る。西側の桁行は調査区外にの

びる。建物として他にピットも検出されたが復元できたのはこの 1棟のみであ

る。

実測可能な遺物は検出されなかった。

―- 28 -―
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第30図 建物 1遺構実測図

〈濤 1～ 6〉  調査区の東側から濤 7か らN-50° 一Wに振りながら平行に伸
びる濤群である。濤の幅は0。 5m、 深さ0。 2mで、濤 1と濤 2の間は0,9m、 濤

2と濤 4の間は2.8m、 濤 4と濤 5の間は0。 9m、 濤 3は他の藩とは性格を異に

するようで形態も不定形である。

実測可能なものは濤 1から杯蓋 (63)、 杯身高合部 (64)、 濤 2から杯身口縁

部 (65・ 66)が出上している。

〈濤 7〉 濤 1～ 6に直行する濤で、N-50° ―Eに振りながら伸び、調査区

外に走る。西南端は直角に東北に屈曲する。濤の幅0。 5m、 深さ0。 2m。

実測可能な遺物は出土しなかった。

遺物

遺物は須恵器が大半を占め、他に少量の上師器が見られる。いずれも小片で

ある。
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濤 2

】3850m

芦呈1

〈上師器〉 包含層から甕 (77)が 1

点出上している他は実測可能なものは

なかった。

(77)は 日縁部のみであるが、体部

はあまり張りのない形態のものである

と思われる。日縁端部はやや内側へつ

まみ上げておさめる。

〈須恵器〉 蓋杯 (63～ 66、 70～ 74)、 皿 (68)、

小型長頸壷と考えられる底部 (75)、 長頸壷 (76)

が出土している。

蓋 (63、 70、 71)はいずれも天丼部が水平で、

端部を下方へ屈曲させた形のものである。口径は

13～18cmと大小あり、それに伴うと思われる身は

高台径7.5 cnの (75)が最小、高合径 11.O cnの

(64)が最大である。高合はいずれもハリツケで、

高合見込はヘラ切り未調整のもの (64)と ヘラケ

① 10YRS/4
にない黄鶴色

粘土

第31図 濤 1・ 2遺構実測図

―

    れ

63

64

0                  10cm

第32図 溝1・ 2出土遺物実測図 ズリ調整を施すもの (72、 74)がある。

皿 (68)は 日径16.6cnで 、日縁端部は狭小な面をなす。

(74)は長頸壺の底部と思われる。平底で、底部外面はヘラ切り未調整であ

る。 (76)は長頸壷の底部で、ハの字形に開くしっかりとした高合を有する。

これらの須恵器は概ね、陶邑編年Ⅳ-4に相当するものである。

〈石製品〉 包含層よりまJ片が 1点出上している。自然面を 1部に残 し、ネガ

ティブな面で形成されており、周縁部を刃部として使用した可能性がある。

4,ま とめ

当遺跡は、遺物の表面分布から見ると6財に及ぶ大規模にものである。今回

の調査はその面積から見て微々たるものである。しかし、当遺跡において最初

の調査であり、遺構の密度、遺物等について若千の知見を得た。

遺構は建物と濤群であった。濤群はその形態から耕作時の可能性がある。遺

―- 31 -―
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第33図 包含層出土遺物実測図

物は実測可能なものは少なかったが、時期的には陶邑編年Ⅳ-4に なり、市内

のこの時期の遺跡としては初見である。
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第 2表 鳥帽子形城跡出土遺物観察表

図

号

薫

肇 出土遺構 お雹 房U 器  種 法 旦皇 胎 土 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

1 1ト レンサ 」ヽ皿 口径  10 0cn

残存高  2 1ca

密 やや軟 外内 ,にぶい黄

橙

断 :浅黄笹

外面底部は指圧痕が著 しい。他

の残存部はヨコナデ。

2 1ト レン, 瓦 軒平瓦 残存長  6 8ca

瓦当厚  6 8ca

密 堅緻 凹凸 :灰

断 ;明緑灰

瓦当文様は波状文。周縁部の高

さは0 5co、 幅は、上縁0 8cm、

下縁 1 0cn、 側緑2 5cDで均―で

ない。凹面はヨヨナデ調整。

1ト レン, 瓦 掛平瓦 残存長 16 7cn

瓦当厚 465oコ

密 堅緻 凹凸 ,灰

断 ,灰 白

瓦当文様は波状文。周縁部の高

さは0 5cn、 上下縁 1 0ca、 側縁

2 5enで 均―でない。袖は厚さ1

7cコ 、高さ45c皿 で、凹面側端部

に貼 り付けられている。全面ナ

デ調整が施されている。

4 1ト レンう 瓦 丸瓦 全長  31 5ca

幅   15 0ca
玉縁長  531o

密 堅緻 凹凸 ,灰

断 i灰 白

凸面は縦方向のヘラナデ。凹面

は板状工兵によるナデ。木口部

は幅6 0cn/瓦厚さの3/4程
度を面取りする。

5 1 トレンブ 瓦 丸瓦 全長  32 0cD

幅   14 2cm
玉縁長  4 6cn

密 堅緻 凹凸 ,灰

断 ,灰 自

凸面は縦方向のヘラナデ。凹面

は板状工具によるナデ。木口部

は幅6 3cm/瓦厚さの 1/2程
度を面取りする。

6 1ト レンラ 瓦 平 瓦 全長  29 0oE

狭幅  21 6ca

厚    2 1cn

密 やや軟 四 ;灰

凸 ;灰、浅黄

断 ;灰 白

凹面は縦方向の無文のタタキ。

凸面はナデ調整。

摩減著 しい。

7 1ト レンヲ 瓦 胃途不明瓦月 厚    171■ 密 堅緻 灰

灰

朴

断

凹面側に断面三角形の突帯が弧

を描いて巡る。凹面側上端部に

貫通 しない小孔 (釘穴か ?)を
有する。突帯は貼 り付け。凸面

は無文のタタキ、小孔の裏は格

子状タタ辛。

8 雷2ト レンブ ヒ師質土暑 小皿 口径  102cコ

残存高  2 2cm

密 やや軟 外内 ,浅黄橙

断 :褐灰

外面底部は指圧痕が顕著に残る。

他の残存部はヨコナデ。

口縁部に煤付着。

9 トレンブ 瓦 丸瓦 全長  31 4ca

幅   12 5ca
密 やや敢 凹凸 ,灰

断 ;灰 自

凸面は縦方向のヘラナデ。凹面

は板状工具によるナデ調整を施

すが、布 目が残る。
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屁

〓
フ

挿

番 出土遺構 種 別 器  種 法 旦量 胎 上 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

富2ト レンラ 瓦 平瓦 全長  29 4ca

狭幅  21 0ca

厚    1 8cm

密 やや軟 灰～灰白 凹面狭幅部に幅1 0caで面取 り

する。凹面は布目をナデ消し。

凸面は縄目をナデ消 し。

摩減著しい。

11 唐3ト レンラ 白磁 皿 口径  11 8ca

高台径  6 8ca

高合高  0 5cm

器高   321「 g

密 堅緻 μttL i早予タカVドっ

た白

釉 ,白

回縁部は違反 し、端部は鋭い。

畳付以外はやや厚めに施釉する。

唐3ト レンフ 陶器 天目茶碗 口径  11 2cE

残存高  4 1cn

密 やや軟 黄

褐
，
黒

土
　
，

胎

釉

口縁部は外反し丸い。薄い鉄釉

がかかる。

小片。

g3ト レン ュ師質土署 羽釜 日径  211 8ca

鍔径  26 0cn

残存高  5 7ca

密 軟 外 i笹

内 ,赤褐

断 ,浅黄笹

体部内面はハケロ。外面は横方

向のヘラケズリ。他の残存部は

ヨヨナデ。鍔部はハ リツケ。

体部外面は媒付

着。小片。

害3ト レン 銅製品 飾 り金具 残存長  7 2cm

幅    1 0cm
厚    0 1Cn

断面形はU字形で、取り付け用
の有孔の突起を2箇所に有する。

突起は接合。

3ト レンラ 鉄製品 不明破片 残存長  31c皿

幅 22～ 2 7cn
断面は隅の丸い長方形を皇する。

4ト レンフ 瓦 丸瓦 残存長 %6ca
幅   22 5cm

密 堅級 凸凹 ,灰

断 ,灰 白

凸面は縦方向のヘラナデ。凹面

は布目を残す。

17 4ト レンラ 瓦 平瓦 残存長 27 9cE

広幅  26 5cn

厚    3 0cn

密 堅緻 凸凹 ;灰

断 ;灰 自

凹面側は幅の広い無文のタタキ。

凸面はナデ調整を施す。

二次焼威を受け

る。

喜5ト レンラ

(最下層)

(第 3層 )

瓦 平 瓦 残存長 10 4ca

残存幅 10 5cm

厚   1 9cm

やや粗 堅緻 灰～灰自 両面共にナデ調整で、離れ砂を

しいた痕がある。

凹面に二次焼成

痕がある。

日5ト レンブ

(上層 )

(第 1層 )

火 舎 日径  夙 7cn
底径  19 6cD

器高   6 1cn

やや粗 やや軟 外 ,浅黄橙

内 ,にぶい黄橙

断 ;褐灰

日縁部は肥厚 し、面をなす。ナ

デ調整。

二次焼成を受け

る。博磁毎音し,ヽ。
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挿区
番弓
出土遺構 種 別 器  種 法 量 胎 土 焼 成 色 調 形態 。手法の特徴 備 考

2Cl 日5ト レンラ

(上層 )

(第 1層 )

石製品 砥石 残存長  4 5cn

残存幅  311E
燈 切り石。残存する面に使用痕が

見られる。

き6ト レンラ

(第 2層 )

陶器 すり鉢 底径  12 8cI

残存高  42c日

密 堅級 内外 ,灰赤

断 ,灰、赤褐

体部は回転ナデ。底部と体部の

接合部は粗い指ナデで、そのた

めの粘土のはみ出しや、指圧痕

は未調整。内面のクンロは乱方

向。

内面は使用によ

る摩耗が認めら

れる。底部外面

に自然釉付着。

22 密Gト レンヲ

(第 2層 )

陶器 すり鉢 残存高  64c□ 密 堅緻 内外 ,怪、にぶ

い黄橙

断 ,にぶい黄笹、

灰

回転ナデ調整。内面のクシロは

乱方向。

内面は使用によ

る摩耗が認めら

れる。小片。

23 膨6ト レンブ

(第 1層 )

陶器 壺 (底部) 底径   8 9cE
残存高  8 1ca

密 堅級 外 ,にぶい橙

内断 :橙

底部は型造りで外面は未調整。

他は回転ナデ。凹凸が著しい。

体部外面にヘラによる線刻文様

がある。

24 36ト レンブ

(第 1層 )

瓦 平瓦 長

幅

全

広

厚

滑 6ca

23 3cL

1 7cB

密 やや軟 凹凸 :灰

断 i灰 白

凹面狭幅部に幅08c● で面取り

を施す。両面ともナデ調整。

二次焼成を受け

る。

25 7ト レンブ 石製品 石鉄 最大長  4 0ca

最大幅  18c腱

最大厚 0 65ce

質量  43g

オヌカイ 平基無茎式。断面形はレンズ形

を塁する。片面は縄調整を施す

が、反対面は粗い剣離調整であ

る。

第 3表 加賀田神社遺跡出土遺物

図

■
）

毎

番 出土遺構 種 別 器  種 法 量 胎 土 焼 成 色 謁 形態・ 手法の特徴 備 考

26 土墳 1 発 底径  20 6cn

残存高 21 4ca

密 堅緻 浅黄橙、灰白 底部は型造りで外面は未調整。

体部外面は粗いタタキ。内面は

板状工具によるナデ。底部と体

部の接合部分は内面ヨコナデ。

27 土墳 1 十能 最大幅 139cロ

器高   3 6en
残存長 ■ 6cロ

密 堅緻 外 ,にぶい黄橙

内 ,浅黄橙

断 ,浅黄橙、笹

型造り。内面は側面をヨヨナデ。

底面を不定方向のナデ。小日部

分はヨコナデ。外面は小 日部分

を面取 りし、他は未調整。

外面小口部分は

摩耗している。

28 ユJ賞 3 小皿 日径  7 0ca
残存萬  10C□

密 堅緻 浅黄橙 口縁部はヨヨナデ。底部内外面

とも不定方向のナデ。
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［区

日
巧

帝

番 出土遺構 種 別 器  種 法 胎 上 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

29 土壌 3 三師質土君 /1ヽ皿 口径   80c亜
器高   1 0ca

密 堅緻 浅黄橙 こうえんぶはヨヨナデ。底部外

面は指圧痕を残 し、内面は不定

方向のナデ。

311 土壌 3 二師質土君 小皿

高

径

存

口

残

8 iclt

i3ca
密 堅緻 笹 回縁部はヨコナデ。底部外面は

指圧痕を残 り、口縁部との境に

段がつ く。底部内面は不定方向

のナデ。

土壌 3 L師質±3 火舎 口径  23 8ca
残存高 5 65ca

密 堅緻 外内 ;褐灰

断 :笹

残存部はヨコナデ。日縁のよ部

に浅く横長に切り込んだ部分が

ある。内面に巻き上げの度が残

る。

瓦器 椀 回径  10 8ca

残存高  2 6ca

やや粗 やや飲

電素の吸完

卜充分

灰 白 日縁部はヨヨナデ。底体部外面

指圧痕顕著。内面は不定方向に

ナデ調整。

包合層 小皿 日径   6 2ca
器高   1 lcm

密 堅級 橙 口縁部は外反 し、丸い。内面 回

縁部はヨコナデ、底部は指圧痕

が残る。

外面に炭化物付

着。

34 包合層 L師質土B 小皿 口径   7 6cn
器高   1 0cn

密 やや歎
笹

笹

黄
，
浅

内
　
，

外

斯

口緑部はヨヨナデ。底部外面は

指圧痕が残る。内面はヘラ状工

具による放射状の圧痕が残る。

圧痕は半径24c口 で時計回りに

施されている。

包含層 と師質土暑 小皿 日径   7 0cn
器高   10cロ

密 堅緻 浅黄橙 日縁部はヨヨナデ。底部内面は

ヘラ状工具による放射状の圧痕

が残る。圧痕は半径2 5cn出 反

時計回りに実施されている。

36 包合層 ヒ師質土暑 /Jヽ皿 口径  6 6em
器高  1 0ca

密 堅緻 橙 底部はやや凹底気味。日縁部は

ヨヨナデ。底部は内外面とも不

定方向のナデ。

37 包含層 小皿 口径   6 4en
器高   1 0cn

密 堅級 橙 口縁部はヨヨナデ。底部外面指

圧痕が残る。内面は不定方向の

ナデ。

口制 に船 。

38 包含層 小皿 口径   7 8cn
器高  0.95ctt

密 堅緻 外 ,浅黄笹～に

ぶい黄褐

内 ,橙～灰褐

断 i浅黄笹～橙

日縁部はヨコナデ。貞部内面は

不定方向のナデ、外面は指圧痕

が残る。

二次焼成を受け

ている。
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挿図
番号
出土遺構 種 別 器  種 法 胎 上 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

39 包含層 ヒ師質土署 /Jヽ皿 口径   8 6ca
器高   1 lCn

密 堅緻 ，
断

外

内

浅黄種～橙

i橙

回縁部はヨコナデ。底部内面は

不定方向のナデ、外面は指圧痕

が残る。

40 包含層 と師質土電 小皿 口径   7 8ca
器高   1 lcm

密 堅緻 笹～灰褐 口縁部はヨヨナデ。底部内面は

不定方向のナデ、外面は指圧痕

を残す。

包含層 /」 皿ヽ 口径   7 4cn
器高  1 35ca

密 やや鞍 浅黄澄 日縁部はヨコナデ。底部は内外

面に指圧痕が残る。

包含層 L師質土寄 小皿 回径   76c□
残存高  1 4cn

密 堅緻 怪 口縁部はヨコナデ。底部内面不

定方向のナデ、外面は指圧痕を

残す

43 包合層 二師質土君 小型椀 口径   7 0cB
高合径  44o垣

高合高  0 5ca

器高  2 05om

密 堅緻 灰 白 高合はハリツケ、指圧痕を残す。

他はヨヨナデ。

包合層 ヒ師質土号 椀 口径  114cと

器高  2 15cn

やや粗 やや軟 にぶい黄橙 口縁部はヨヨナデ、他は不定方

向のナデ。

45 包含層 瓦器 椀 口径  11 4ca

器高  3 0cn
やや粗 軟 外 ,明青灰

内斯 :灰 白

内面は不定方向のナア、外面口

縁部はヨコナデ、底部は指圧痕

を残す。

46 包含層 瓦器 椀 口径   108c4
残存高  2 9cn

密 やや軟 外内 ;灰、灰白

断 ,灰 白

口緑部はヨヨナデ。底部内面は

不定方向のナデ、外面は指圧痕

が顕著に残る。

47 包合層 瓦器 椀 口径   10 2ca

器高   20c屋
密 やや軟 灰 白 内面は不定方向のナデ。外面日

縁部はヨコナデ、底部は指圧痕

が顕著に残る。

48 包合層 瓦器 椀 回径  11 4ca

残存高 1 85cm

やや粗 やや軟 灰 白 内面はハケロ調整。外面口縁部

はヨヨナデ、底部は指圧痕が残

る。

小片。
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向
い

Ｅ
巧

挿

番 出土遺構 種 別 器  種 法 二塁 胎 土 焼 成 色 調 形態 。手法の特徴 備 考

49 包合層 瓦質土器 夏 口径  21 0ca

残存高  4 0ca

密 やや軟 外 :黒褐

内断 ,浅黄個

日縁端部は外反 し丸い。日縁部

はヨコナデ。頸部外面は粗いタ

タキ、内面はハケロ。

小片。

5Cl 包合層 瓦質土器 羽釜 日径  19 6ca

鍔径  256cロ

残存高  5 7ca

密 堅緻 外 :暗灰、褐灰

内 ,灰白

断 :暗オ リープ

灰

口縁端部は内傾する面をなす。

鍔はハ リツケ。 日縁部はヨコナ

デ。体部内面はハケロ、外面は

ヨコ方向のヘラケズリ。

体部外面に療化

物付着。

包含層 瓦 軒丸瓦 全長  37 45cn

瓦当径 14 8cB(復

尻弦幅 13 6ca

玉緑長 6 5ca

密 堅緻 凹凸 i灰～灰白

断 ,灰白

瓦当文様は :つ巴文に珠文帝を配する。巴

の比の愛さは1/つ 臣〕橘、床文は25偶以に

で、Bの用期には圏線を1条巡ら塊 周縁

部の幅は15c■、市さ121Eである。(縁部

に径1 5cIの釘火がほぼ霊直にll逝する。
凸面はヘラナア、Tll面は板状I兵によるナ
え

包合層 瓦 軒丸瓦 全長  37 4cD

瓦当径  15 6cD(

尻弦幅 15 5ca

玉緑長  5 3cD

密 堅緻 灰

白
，
灰

凹

，

凸

断

瓦当文様は :つ巴文に来文帯を屁する。巴

の尾の受きは1/2 LIIlほ 程で、Bの外側に

H繰を1条巡らす。l.48部の幅は138B、

高さ10c=。 〔搬部にを151Bの釘火がやや

0打方に向かって貫滋する。凸面はヘラナア、

Tlmlは板状1〕 にヽよるナ元

包合層 瓦 軒丸瓦 全長  355cコ

瓦当径  152c●

尻弦幅 155cコ

玉緑長  5 0cn

密 やや軟 凸凹 ,浅黄、灰

黄

断 ,にぶい黄笹

寛肖文様は :つ巴文に床文帝を記する。珠

文Ш7憮 巴の能の長さは1/2「 1転れで、

その内の1つが伸びて悟縦を形成する。周

縁部の組は2 0cE～ 238B、 高さ0 8ε E。 (

縁部の中心よりやや40Uに 、径189=の釘

穴がやや前方に向かって貴激する。lh面は
ヘラナデ、fVl曲 Fは版状亡央によるナ元

54 包含層 瓦 軒丸瓦 全長  36 1cE

瓦当径  15 9ca

尻弦幅 15 6ca

玉緑長  4 7ca

密 やや致 浅黄笹 瓦当文様はわ巴文に蹂文を配する。踪文
は1741、 日の尾の受きは1/2日秩程で、
その内の1つは仲びて固線を形虚する。周

緑部の幅W acB、 高さ088B。 |(縁部には

徹 4-X16cBの

'∫

穴がややat方に向かって

貰通する。rヽ面はヘラナデ、凹面は板状工

兵によるナ九

包合層 瓦 軒平瓦 全長  35 6ca

瓦当厚  53c□

瓦当幅  27 0cn

尻法幅 26 1ca

密 堅級 凸凹 ;灰

断 ,明緑灰

瓦VI文様は均整膚■文で、両側のない郵線

が1条巡る。周ほ部は幅1 2caで均 であ
る。平瓦部の凹面後瑞には幡1 2caで 面取

りを鱗 。平瓦部は両面ともle/J向のヘラ

ナア七PImaにはrFpを敷いた痕がある。

56 包合層 瓦 軒平瓦 残存長 138eロ

瓦当厚  4 2cn

瓦当幅  27 0cn

尻弦帽 26 1ca

密 堅級 凹 ,オ リープ灰

凸断 ;灰

瓦当文様は均整唐草文で、郭線

はない。文様は短く、両側端に

まで達 しない。周縁部は幅10
cmで均―である。平瓦部は画面

ともナデ調整。凹面側にはなれ

砂を敷いた痕がある。

包含層 瓦 軒平瓦 密 やや軟 灰 白 瓦当文様は波状文。周縁部の幅

は1 0Cm、 高さは0 5cmで均―で

ある。

58 包含層 瓦 丸瓦 全長  諺 7ca
幅   14 1cm
玉縁長  4 Scm

密 堅緻 凸 i暗灰黄

凹 ;灰

断 ;灰褐

凸面は縦方向のヘラナデ、凹面

は板状工具によるナデ。木口部

は幅6 0cnで 瓦厚の 1/4程 度
を面取 りする。
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区

手
ｖ

挿

番 出土遺構 種 別 器  種 法 且皇 胎 土 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

50 包含層 瓦 丸瓦 全長  25 2cn

幅   15 2cn
玉縁長  5 2cn

密 堅級 明オ リープ灰 凸面は縦方向のヘラナデ、凹面

は板状工具によるナデを施すが、

成型時の布 目が残る。玉縁部に

径 1 2caの釘穴がやや前方に向

かって貫通する。

∞ 包含層 瓦 鬼瓦 (部分 ) 密 やや軟 外 i灰

断 :灰 白

ヘラ状工具によるオサエ、およ

びナデ調整。

包合層 瓦 平 瓦 長

幅

幅

全

広

狭

34 3ca

26 5cm

25 0ca

密 やや軟

(炭素のワ

肇せず )

浅黄獲 凹面狭幅部に1 2caの幅で面取

りを施す。両面ともナデ調整。

凹面側にはなれ砂を敷いた痕が

残る。

62 包含層 瓦 平瓦 長存

幅

残

狭

21 0cm

24 0cn

密 堅緻 灰褐 凹面狭幅部に幅 1 lcaで面取 り

を施す。凹面はわずかに布 目を

残 してナデ調整を施す。凸面は

カキロ状の工具痕を残すがやは

リナデ調整を施す。凸面側には

なれ砂を敷いた痕が残る。

Ｎ区

日
巧

帝

野 出上遺構 種 別 器  種 法 胎 土 焼 成 色 調 形態 。手法の特徴 備 考

63 濤 ユ 須恵器 蓋杯 (蓋 ) 口径  16 8cE

残存高  0 7ca

密 堅緻 灰 白 残存部は回転ナデ。 小片。

64 濤 1 須恵器 蓋杯 (身 ) 高台径  11 0Cn

高台高  05c皿

残存高  07c皿

密 堅緻 灰 白 高合はハ リツケ、回転ナデ。高

合見込はヘラ切 り未調整。底部

内面は回転ナデ。

小片。

誇 2 須恵器 蓋杯 (身 ) 口径  13 5cn

残存高  3 3cn

密 堅緻 灰 残存部は回転ナデ。 小片。

66 潜 2 須恵器 蓋杯(身 ) 口径  14 7ca

残存高  4 6cm

密 堅級 灰 白 残存部は回転ナデ。 小片。

67 包合層 石製品 小型刃器 最大長  3 9cD

最大幅  2 7ca

最大厚  1 loE

ナヌカイ おおむね大剣離面と自然面で形

成される。片面のみ周縁部に数

か所の細調整と思われる加工痕

が認められる。

第 4表 小塩遺跡出土遺物観察表
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区

β

帝

昏 出土遺構 種 別 器  種 法 胎 土 焼 成 色 調 形態・ 手法の特徴 備 考

68 包合層 須恵器 Ll 日径   16 6em

器高  1 6ca
密 竪緻 外内 i灰、灰白

断 ,灰 白

口縁部は回転ナデ。底部外面は

回転ヘラケズリ、内面は回転ナ

デの後定方向のナデ。

小片。

69 包含層 須恵器 蓋 (つ まみ ) つまみ径  2 5ca

残存高  2 05cm
つまみ高  1 3ca

密 堅緻 外 ;灰、灰白

内断 :灰 白

蓋天丼部にハ リツケ、回転ナデ。

天丼部内面は回転ナデ。

外面に自然釉付

着。

包含層 須恵器 蓋杯 (蓋 ) 口径  12 9cn

残存高  08c覆

密 やや軟 緑灰 天丼部外面中央部は回転ヘラケ

ズ リ、その周囲は後に不定方向

のナデを施す。他は回転ナデ。

ロクロ回転方向右。

小片。

包合層 須恵器 蓋杯 (蓋 ) 日径  17 7ca

残存高  1 lcm

密 堅緻 外内 ;灰 白

断 ,灰

天丼部外面は回転ヘラケズリ。

他は回転ナデ。 ロクロ回転右。

外面 回縁部の上方に重ね焼の痕

有 り。

包含層 須恵器 蓋杯 (身 ) 高合径  8 8cn

高合高 0 45ca

残存高 1 55ca

密 堅緻 灰 高合はハ リツケ。高合見込は箆

切 りの痕を残す粗い回転ヘラケ

ズリの後高合接合時に回転ナデ。

底部内面は回転ナデ。

小片。

包合層 須恵器 蓋杯 (身 ) 高合径  9 4cn

高合高  0 5cn

残存高  2 5cn

密 堅緻 外内 ;灰 白

断 ,灰、灰白

高合はハリツケ、回転ナデ。体

部は内外面とも回転ナデ。底部

内面は回転ナデの後定方向のナ

デ。

小片。

包含層 須恵器 小型長顕壷

(底部 )

底径   6 8cn
残存高  2 3em

密 堅緻 外 ,灰

内 ;灰 白

断 ;灰白、青灰、

赤灰

底部外面は回転箆 り未調整。他

は回転ナデ。

包含層 須恵器 蓋杯 (身 ) 高合径  7 5cn

高合高  0 4cm

残存高  2 0cn

やや粗 堅級

灰赤

灰
　
ヽ

青

灰
，
青

内

，

外

断

高合はハ リツケ、回転ナデ。高

台見込は回転ヘラケズリ。体部

外面残存部は回転ヘラケズ リ、

内面は回転ナデ。底部内面は回

転ナデの後不定方向のナデ。

包合層 須恵器 ≧頸壺 (底部 高合径  11 6em

高合萬 1 35cn

残存高  3 0cn

密 堅緻 灰 白 高合はハ リツケ、回転ナデ。底

部内面は不定方向のナデ。体部

外面は回転ヘラケズ リ。高合見

込は回転ナデ。

包合層 土師器 変 (口縁部 ) 口径  14 2cn

残存高  24c□

密 やや敢 外 :灰 白、淡橙

内 ,灰褐、浅黄

橙

断 ,灰 白、浅黄

橙

口縁部内面はハケロ。 剰難、摩耗著し

い。小片。
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第 1・ 第 2ト レンチ (南から)
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第 1ト レンチ礎石 。遺物出土状況

第 3ト レンチ (東から)



第 4ト レンチ (北から)
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第 4ト レンチ周辺礎石出土状況
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第 4ト レンチ内礎石出土状況
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第 6ト レンチ (西から)

第 7ト レンチ (東から)
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トレンチ (8)、 第 3ト レンチ (11～ 15)、 第 5ト レンチ

23

(19・ 20)、 第 6ト レンチ第 1ト レンチ (1)、

(23)、 第 7ト レンチ
期
⑮
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第 1ト レンチ (2～ 7)
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第2ト レンチ (9・ 10)、 第4ト レンチ (16・ 17)、

24

第6ト レンチ (24)
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土城 1(26・ 27)、 P2(32)、 包含層 (34～ 43、 45)
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包含層 (51、 52、 53)
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(55、  56、  58、  61、 62)包含層
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調査区全景 (南から)

調査区全景 (北から)
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濤 1・ 2(63～ 66)、 包含層 (68～ 74、 76、 77)
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